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1. はじめに 
 陸繋砂州は神奈川県江の島・熊本県富岡をはじめ日本

各地で見られるが，鹿児島県指宿知林ヶ島の陸繋砂州は，

全長 800ｍと長く優美な形状を持つため，地元の貴重な

観光資源ともなっている．この陸繋砂州は 3 月から 10
月の大潮の干潮時にのみ出現するが，その形成機構，消

失機構については不明な点が多い．本研究は，この砂州

の全景が展望できる指宿市本土側の魚見岳に観測装置

を置き，砂州の形成・消失の様子を連続撮影することを

試みたものである． 
 
２．観測装置の概要 
 砂州地形変形の長期撮影用観測塔は図-2 に示すよう

に，水平投影面積 6.5ｍ２，全高 3.46ｍの鋼管・支持ワイ

ヤーロープで構成されるもので，上部にはデジタルカメ

ラ用ハウジング部が設置されている．ハウジングの上部

には太陽電池パネルが置かれ，バッテリーを介してデジ

タルカメラの駆動電力を供給する．デジタルカメラの焦

点距離fは 24mm，一枚の画像に対して 1000 万画素で撮

影される．また，この機種はシャッターのインターバル設定ができる．カメラには８GBのメモリーが搭載さ

れており，１５分間隔の撮影では３６日間砂州の画像が収録できる． 

 
 
図-1 知林ヶ島陸繋砂州の衛星画像 

 
3. 砂州地形画像の射影変換 
本研究の目的は，陸繋砂州地形が波や海浜流および潮汐変動に伴う流れでどのように変化するかをデジタル

カメラで撮影された画像から解析することにある．砂州地形変化を明確に理解するためには，斜めから撮影さ

れた中心投影画像を鉛直上方からの正射投影画像に変換する必要がある． 
通常の写真測量では，撮影位置をずらしてステレオ写

真撮影を行い，図化機により正射投影図を作成するが，

本研究においては，斜め上方から撮影した平坦地の写真

であり，かつ写真枚数が多いことなどから，射影変換 
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  図-3 写真測量の各種座標系 

 
 

図-2 長期撮影用観測塔 
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図-4 変換前の画像 

 
   図-5 変換された正射投影画像 

より正射投影画像を作成した．この変換手順は，(a)４点以上の地上基準点座標を測定，(b)対応基準点の画像

座標を測定， (c)２次元射影変換式を用いて変換，の３過程で実施される．なお，画像座標は主点を原点とす

る座標である必要はなく，射影変換には OpenCV と呼ばれるフリーソフトウェアを用いた． 
 図-4 が観測塔から撮影された画像であり，図-5 は射影変換を施した画像である．元の画像が俯瞰角度の小

さいものであるため，変換された画像は左上と右下に大きな面積のデータの無い黒地の部分があるが，それ以

外の領域ではほぼ良好な正射画像が得られていることがわかる．知林ヶ島の陸繋砂州は標高差が小さいため，

射影変換だけで良好な画像が得られるが，地形の起伏が大きい場所では、3 次元的な補正を含むオルソ変換が

必要となる． 
４．陸繋砂州上の底質調査 
 冒頭でも述べたように，知林ヶ島の陸繋砂州は１年の中で 3 月から 10 月までの期間で水面上に姿を現す．

前述のデジタルカメラを用いた長期観測によって地形変化の様子は捉えられるが，現地の波や海浜流・潮汐流

との関係を調べ，外力と地形変化の関係を検討する必要がある．また砂州を形成する底質がどこから運ばれて

くるかを明らかにする必要がある．ここでは，研究の第１段階として，陸繋砂州上の底質の粒径分布を調べた． 
 図-6 は，底質調査の測定ポイントを示したものである．底質のサンプリングは 2008 年９月 15 日，９月 27
日，10 月 13 日の３回にわたって実施した．砂州の長さ方向に

18 地点を取り，それぞれの地点で中央部と両側の３箇所ずつ

の測定を行った．図-6 は測定された底質の粒径加速曲線の１例

を示したものである．ここには示していないが，知林ヶ島の付

け根の No.88,No.74，砂州の知林ヶ島寄り約１／３の地点の

No.85など多くの測定点で9月より１０月の結果の方が粒径が

粗くなることがわかった．しかし，図-7 の No.81,No.85 と同

じ長さ方向位置で南側に位置する No.71 では１０月の結果の

方が粒径が細かくなっており，全体の粒径分布の時間的変化に

関する特性を明らかにするにはさらに検討が必要である． エコキャンプ場
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図-6 底質調査の測定ポイント 

 
5. 結びに 
 陸繋砂州地形の連続撮影画像は，2008 年 11 月から良好に正

射変換できる画像が取得されており，講演時に発表したい．

こうして取得された長期間の地形変化が，現地の波浪・流

れ・潮汐の条件とどのように関係しているかの検討を今後

進めていきたい． 

 
     図-7 粒径加積曲線 
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